
13 14

授業アイディア例

１．割合を求めて，落とし物の傾向を捉える。

２．重み付けを取り入れて，表彰する学級の決め方を考察する。

文房具

ハンカチ・タオル

その他

落とし物の合計

（個）

（個）

種
類

文房具

ハンカチ・タオル

その他

落とし物の合計

種
類

２１２

２８

５０

２９０

１年生

３８

１４

１９

７１

２年生

９０

８

１５

１１３

３年生

８４

６

１６

１０６

種類別の合計

２１２

２８

５０

２９０

数 学 「落とし物を減らす対策を考えよう」「落とし物を減らす対策を考えよう」

事象を数学的に表現し，その意味を的確に解釈する
TYPE Ⅰ・Ⅱ
B5⑴・⑶

参照▶

課題の見られた問題の概要と結果

B5　情報の適切な選択と判断

B5⑴　正答率 40.2％
B5⑴〔小学校第５学年〕
　　　  Ｄ　数量関係　⑶
　　　〔第１学年〕
　　　  Ｄ　資料の活用　⑴ イ
B5⑶〔第２学年〕
　　　  Ａ　数と式　⑴ イ

学習指導要領における領域・内容

　実生活の場面では，情報を適切に読み取ったり，事
象を数学的に表現し，その意味を的確に解釈したりす
ることが大切です。しかし，与えられた情報から必要
な情報を選択し，処理することに課題がみられました。

　そこで，本アイディア例では，目的に応じて割合を
求めて全体の傾向を捉えたり，重み付けをした値を考
えてその値の意味を解釈し判断の根拠に用いたりする
指導事例を紹介しています。

　１回目の調査で，落とし物の合
計のうち，文房具の占める割合を
求める式を答える。

B5⑶　正答率 67.8％
　記名のある落とし物を１個１点，
ない落とし物を１個２点として集
計するとき，表彰する学級の決め
方として正しい記述を選ぶ。

　生活委員会では，全校で落とし物調査を行いました。その結果をまとめた表を

基にして，落とし物の傾向を調べ，落とし物を減らすための対策を考えましょう。

他にどのような点数の付け方が考えられますか。

落とし物の数が同じでも，記名していない落とし物が多いとa＋２bの値が大きくなるね。

どの学年も文房具の落とし物が多いです。

文房具の落とし物が多いね。

落とし物を減らすために，落とし物の傾向を調べてみましょう。

求めた割合からどのようなことがわかりますか。

１年生は，およそ０.５４となり，２，３年生と比べて文房具の割合が小さいです。

１年生は，多くの生徒が持ち物に記名しているみたいだよ。

学年別に傾向を調べるというのはいい考えですね。学年別に集計すると次の表になります。

教師

それぞれの点数の付け方で，表彰する学級の決め方を説明してみましょう。

求めた割合からどのようなことがわかりますか。
ポイントポイント

a＋２bの値を求めて，それが大きい

学級を表彰すればいいのかな。

学年別に，落とし物の合計に対する

文房具の割合を調べてみよう。

－a－２bだと，値が大きい学級を

表彰することになるね。

記名のある落とし物を１個－１点，

記名のない落とし物を１個－２点

として表彰する学級を決めるのは

どうかな。

各学級の点数を計算するために，記名のある落とし物をa個，記名のない落とし物をb個として

学級の点数を文字式に表し，表彰する学級の決め方を考えてみましょう。

私は，全学年の文房具の合計２１２個に対する

学年別の文房具の割合も求めてみました。

１年生は，およそ０.１８となり，２，３年生

と比べて文房具の割合が小さいです。

記名のない落とし物を１個５点として，

a＋５bの値を求めればいいと思います。

a＋５bだと，表彰する学級が変わることが

あるかもしれないね。

落とし物の数が多かったり，記名していな

かったりするとa＋２bの値が大きくなるね。

●　特別活動など学校生活と関連付けて，落とし物を減らすキャンペーンを実施し，データを収集するこ

とも考えられる。その際，収集したデータを表やグラフに表し，落とし物の状況を読み取って対策を考

えたり，それを実践して対策の効果を評価したりする活動を取り入れることが大切である。

●　目的に応じて割合や重み付けをした値を求め，それらの意味を事象に即して解釈できるようにするこ

とが大切である。また，同じような考え方を判断の根拠として用いることができる場面を探す活動を取

り入れることも大切である。

●　文字式に表すことのよさを実感できるようにするために，重み付けした値を求める式をいろいろに変

え，その値を表計算ソフトを用いて求める活動を取り入れることも考えられる。

「平成27年度 報告書 中学校 数学」P.125～P.131,「平成27年度 解説資料 中学校 数学」P.112～P.119

本授業アイディア例 活用のポイント!

生活委員会では，落とし物を減らす対策として，記名のある落とし物を１個１点，記名のない

落とし物を１個２点として集計して表彰する学級を決めることにしたようです。

例えば，記名のある落とし物が５個で，記名のない落とし物が１５個のときは，

５×１＋１５×２＝３５で，３５点になるということですね。

落とし物を減らす取組がよい学級は，a＋２bの値が小さくなるから，

その値が最も小さい学級を表彰すればいいね。

学年別の落とし物の数の傾向は，

どうなっているのかな。

１年生は他の学年に比べると，少し

傾向が違うような気がするよ。

ポイントポイント

落とし物の合計に対する文房具の割合

は， １×　　＝ 0.535…

１年生
0

0 1

38 71
× 38―71

× 38―71
38―71

２年生 ３年生

文房具の合計に対する学年別の文房具の割合
１年生　  ３８÷２１２＝０.１７９…
２年生　  ９０÷２１２＝０.４２４…
３年生　  ８４÷２１２＝０.３９６…

（比べる量）÷（もとにする量）

９０÷１１３＝０.７９６…

１０６を１とみたときの
値を求めればよいので
８４：１０６＝x：１
  　  　  x＝０.７９２…

（割合）

（個数）
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